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市
内
を
循
環
す
る
ち
ょ
こ

　

バ
ス
に
乗
っ
て
、
桜
の
名
所

　

の
多
摩
湖
や
東
大
和
南
公
園

　

へ
花
見
に
出
か
け
て
み
ま
せ

　

ん
か
。

　
　

ち
ょ
こ
バ
ス
は
、
上
北
台

　

駅
を
起
点
・
終
点
と
し
て「
外

　

回
り
」「
内
回
り
」
を
毎
日
運

　

行
し
て
い
ま
す
（
元
日
は
除

　

き
ま
す
）。

▽
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

運
行
ル
ー

ト
、
時
刻
表
を
掲
載
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
、
バ
ス
車
内
、
市

役
所
、
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
料
金　
　

円
均
一

１００

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

※
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
、
シ
ル
バ

ー
パ
ス
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
及
び
定

期
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。　

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・　

内
線
１
２
５
６
ま
で
。

　

４
月
８
日
貂
に
市
内
で
６
番

目
の
地
区
集
会
所
「
玉
川
上
水

集
会
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住

の
方

▽
利
用
で
き
る
日　

年
末
年
始

（　

月　

日
〜
１
月
３
日
）
を

１２

２９

除
く
毎
日

▽
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後　

時
（
午
前
・
午
後
・
夜
間

１０
の
区
分
で
利
用
で
き
ま
す
）

▽
利
用
方
法　

利
用
す
る
前
の

月
の
１
日
か
ら
利
用
す
る
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
日

曜
日
・
祝
日
は
除
く
）。

※
夜
間
の
利
用
は
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

▽
利
用
の
申
込
先

�
４
月
２
日
貉
〜
７
日
豺
は
桜

が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
（
�　

―
０４２

　

―
２
２
３
７
）

５６７�
４
月
８
日
貂
か
ら
は
玉
川
上

水
集
会
所
（
�　

―　

―
０
２

０４２

５６３

７
１
）

▽
使
用
料　

無
料
（
事
業
所
や

商
店
等
が
会
議
等
で
利
用
す
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
）

【
施
設
の
概
要
】

所
在
地　

桜
が
丘
４
―　

―　
２９

１７

（
左
図
参
照
）／
構
造　

木
造
平

屋
建
て
／
室
数　

集
会
室
１
部

屋
（　

・
３
㎡
）

３０

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
４
ま
で
。

　

近
年
発
生
し
た
地
震
被
害
で

は
負
傷
者
の
３
〜
５
割
の
方
々

が
屋
内
に
お
け
る
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移

動
は
、
直
接
当
た
っ
て
け
が
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
つ
ま
ず
い

て
転
ん
だ
り
、
割
れ
た
食
器
や

ガ
ラ
ス
を
踏
ん
だ
り
、
避
難
通

路
を
塞
い
だ
り
す
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
危
険
を
も
た
ら
し
ま

す
。
次
の
こ
と
を
家
庭
や
職
場

で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
は
、
倒

れ
な
い
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

○
本
棚
や
食
器
棚
は
、
上
に
軽

い
物
、
下
に
重
い
物
と
し
て
い

ま
す
か
。

○
冷
蔵
庫
や
棚
は
、
壁
や
天
井

に
固
定
し
て
い
ま
す
か
。

○
寝
室
の
家
具
が
倒
れ
た
場
合
、

寝
て
い
る
人
の
上
に
倒
れ
な
い

向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
家
具
が
倒
れ
た
場
合
、
避
難

経
路
や
避
難
口
を
塞
が
な
い
レ

イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
家
具
は
、

容
易
に
動
か
な
い
よ
う
に
ロ
ッ

ク
ま
た
は
下
皿
に
乗
せ
て
い
ま

す
か
。

　

対
策
の
方
法
は
、
東
京
消
防

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http：

//w
w

w
.tfd.m

etro.tokyo.jp/

）に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
家
具
類
の

転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止
対
策

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

　

４
月　

日
貍
・　

日
豸
の
２

２６

２７

日
間
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

東
大
和
市
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

�
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭
�
の
、運

営
を
補
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

▽
応
募
期
間　

３
月　

日
豺
〜

１７

４
月　

日
豺

１４

▽
応
募
方
法　

専
用
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
事

務
局
〔
産
業
振
興
課
（
市
役
所

１
階
）〕
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス（　

―　

―
５
９
２
７
）

０４２

５６３

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
用
紙
の
取
得
方
法　

応

募
用
紙
は
、
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業

振
興
課
内
）
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
募
集
人
数

�
４
月　

日
貍 
　

人
程
度

２６

３０

�
４
月　

日
豸 
　

人
程
度

２７

５０

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
募
集
ポ
ス
タ
ー

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成　
２６

年
度
実
施
予
定
事
業
で
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　

当
日
の
役
割
及
び
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月　

日
貂
午
後
３

２２

時
か
ら
、
午
後
６
時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
事

務
局
（
産
業
振
興
課
内
）・
内
線

１
０
７
４
ま
で
。

今号の主な記事
市役所（本庁舎）土曜窓口  ……………2面
国民健康保険税、後期高齢者医療
　　　保険料、介護保険料の仮徴収  …3面
４月 １日から平成 26年度固定資産の
　　　価格等の縦覧・閲覧を実施  ……3面
平成 26年度予防接種事業（予定）  ……5面
郷土博物館の催し物ほか  ………………5面

　

３
月　

日
（
祝
日
）
に
、
第

２１

　

回
多
摩
湖
駅
伝
大
会
を
開
催

２４し
ま
す
。
今
回
の
駅
伝
大
会
で

は
、
１
チ
ー
ム
４
人
で
構
成
さ

れ
た
全　

チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

４４７

ー
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
部
と
高
校
の
部
で
は
、

多
摩
湖
を
周
回
す
る　

・　

㎞

２８

９６８

の
コ
ー
ス
（
ス
タ
ー
ト
時
間
は

午
前
９
時　

分
）
を
走
り
ま
す
。

３０

　

ま
た
、
一
般
や
高
校
の
女
子

の
部
、
壮
年
の
部
、
小
・
中
学

生
等
の
チ
ー
ム
は
、
都
立
狭
山

公
園
を
周
回
す
る
９
・　

㎞
の

６２８

コ
ー
ス
（
ス
タ
ー
ト
時
間
は
一

般
と
高
校
の
女
子
・
壮
年
・
中

学
生
・
市
内
の
部
は
午
前
９
時

　

分
、
小
学
生
の
部
が
午
前　

４０

１１

時　

分
）
を
走
り
ま
す
。

３０
【
日
本
初
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催
地
記
念
事
業
〜
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
完
成
披
露
式
典
】

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

で
制
作
状
況
を
紹
介
し
て
き
た

「
東
大
和
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
健
康
増
進
の
た
め
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
が
つ
い
に
完
成
し
ま

す
。
多
摩
湖
駅
伝
大
会
に
先
立

ち
、
完
成
披
露
式
典
を
行
い
ま

す
。
公
開
後
は
ど
な
た
で
も
、

自
由
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

散
策
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
も
適

し
た
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
多
摩

湖
へ
足
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い

わたしたちは　一人ひとりが
自立し 認め合い 自分らしく
いきいきと暮らせるまちを
つくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

第 

２４ 

回
多
摩
湖
駅
伝
大
会 

3
月
 ２１
 日
（
祝
日
）
午
前
8
時
 ２０
 分
か
ら
 

日
本
初
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
地
記
念
事
業
 

　
 モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成
披
露
式
典
を
同
時
開
催
し
ま
す

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
時　

３
月　

日
（
祝
日
）

２１

午
前
８
時　

分
か
ら　

分
程
度

２０

１０

▽
場
所　

多
摩
湖
下 
堰 
堤
広
場

え
ん

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

ボランティアを 
募集します うまべぇ 

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・ 

　
　
　
移
動
防
止
対
策 

地
震
へ
の
対
策
は 

　 

お
済
み
で
す
か 

ち
ょ
こ
バ
ス
に
乗
っ
て

ち
ょ
こ
バ
ス
に
乗
っ
て 

　
　
お
花
見
は
い
か
が
で
す
か

　
　
お
花
見
は
い
か
が
で
す
か 

ち
ょ
こ
バ
ス
に
乗
っ
て

ち
ょ
こ
バ
ス
に
乗
っ
て 

　
　
お
花
見
は
い
か
が
で
す
か

　
　
お
花
見
は
い
か
が
で
す
か 

桜
の
名
所
・
多
摩
湖
周
辺
や
東
大
和
南
公
園
へ 

ち
ょ
こ
バ
ス
に
乗
っ
て 

　
　
お
花
見
は
い
か
が
で
す
か 

4月8日（火）オープン 

玉川上水集会所 
4月8日（火）オープン 

玉川上水集会所 
4月2日（水）から 
　利用の申込みができます 

  

  

  

マンション 

桜が丘 
団地 

霊　園 

マンション 
コンビニ 

ファミリーレストラン 

玉川上水 
集会所 

至  上北台駅 

至  玉川上水駅 

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル 

▲昨年開催された第２３回多摩湖駅伝大会の様子

平成 26年度   市ホームページのバナー広告を募集中 市のホームページに掲載するバナー広告〔月額 2万円（税込み）〕を募集中です。4月から 12
か月間掲載の場合、20％の長期割引が適用となります／問合せ　秘書広報課・内線 1411まで
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▽
土
地
（
保
留
地
）
の
概
要

�
住
所
地 

東
大
和
市
立
野
一

丁
目　

街
区
③
―
１
画
地

１８

�
面
積 
　

・　

㎡

１４５

４０

�
売
却
価
格 

二
、
八
五
八
万

円※
売
却
に
つ
い
て
は
、
申
込
順

と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
類
の
配
布
・
申
込
受

付　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
の
間
、
区
画
整
理
課
（
市
役

所
２
階
）
で
配
布
・
受
付
を
し

ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）。

▽
応
募
条
件　

次
の
①
②
の
条

件
を
全
て
満
た
す
方

①
売
却
価
格
の
１
割
を
契
約
保

証
金
と
し
て
納
付
で
き
る
こ
と

（
契
約
保
証
金
は
、
売
却
代
金

に
充
当
し
ま
す
）

②
売
買
契
約
締
結
日
の
翌
日
か

ら
、　

日
以
内
に
売
却
価
格
の

３０

残
額
９
割
を
納
付
で
き
る
こ
と

▽
問
合
せ　

区
画
整
理
課
・
内

線
１
２
８
１
ま
で
。

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２６

新
消
費
税
率
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
の
下
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
２６

６
月
分
か
ら
新
消
費
税
率
８
％

を
適
用
し
て
徴
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
・
５
月
分
の
下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
旧

税
率
と
な
る
５
％
を
適
用
し
た

徴
収
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
の
徴

収
方
法
は
、
従
前
通
り
で
水
道

料
金
と
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

検
針
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
水

道
局
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

が
お
伺
い
し
て
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

�

　

市
役
所
の
本
庁
舎
で
は
、
毎

週
土
曜
日
に
窓
口
の
一
部
を
開

庁
し
て
い
ま
す
。

　

取
扱
業
務
・
必
要
書
類
な
ど

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
の
施
設
に
設
置
す
る
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
開
庁
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
開
庁
日
時　

毎
週
土
曜
日
の

午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
（
５
月
３
日
、
平
成　
２７

年
３
月　

日
）
と
年
末
年
始

２１

（　

月　

日
〜
１
月
４
日
）
は

１２

２７

閉
庁
し
ま
す
。

▽
開
庁
す
る
課
・
取
扱
業
務　

左
表
の
と
お
り

※
窓
口
の
状
況
に
よ
り
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
開
庁
課
へ
の
お

問
合
せ
は
、
月
〜
金
曜
日
に
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

市
役
所
（
本
庁
舎
）
の 

 
土
曜
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

��������������������������������������������������������������������������

　

市
で
は
、
第
二
次
東
大
和
市

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
見

直
す
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

平
成　

年
８
月
に
「
男
女
共
同

２５

参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
調
査
の
報
告
書
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

▽
調
査
対
象
者　

市
内
在
住
で

満　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
女

２０

９０

一
、
〇
〇
〇
人

▽
回
答
者
数　
　

人
（
回
収
率

３９７

　

・
７
％
）

３９▽
報
告
書
の
閲
覧　

３
月　

日
２５

貂
か
ら
市
民
生
活
課
（
市
役
所

３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◎
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
Ｍ
字
カ
ー
ブ
〜

　

日
本
の
女
性
の
労
働
力
率
を

年
齢
階
級
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た

時
、　

歳
代
を
谷
と
し
、　

歳

３０

２０

代
後
半
と　

歳
代
後
半
が
山
に

４０

な
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｍ
の

よ
う
な
形
に
な
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
結
婚
や
出
産

を
機
に
仕
事
か
ら
離
れ
る
女
性

が
多
く
、
子
育
て
が
一
段
落
す

る
と
再
び
仕
事
に
戻
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

な
お
、
国
際
的
に
み
る
と
、

ア
メ
リ
カ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等

の
欧
米
先
進
諸
国
で
は
、
子
育

て
期
に
お
け
る
就
業
率
の
低
下

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
東
大
和

市
民
会
館
）
を
管
理
・
運
営
す

る
指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴
い
、

４
月
１
日
貂
か
ら
、
受
付
時
間

等
が
変
更
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

３
月　

日
貍
〜　

日
豺
は
事
務

２９

３１

引
き
継
ぎ
の
た
め
、
受
付
を
含

め
て
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

▽
利
用
申
請
等
受
付
時
間　

午

前
９
時
〜
午
後
８
時　

分
３０

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
受
付
時
間

�
窓
口
販
売 

午
前
９
時
〜
午

後
８
時　

分
３０

�
電
話
予
約
受
付 

午
前
９
時

〜
午
後
５
時

※
支
払
方
法
等
チ
ケ
ッ
ト
販
売

の
詳
細
は
、
４
月
１
日
貂
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http：//w

w
w
.

hum
m
ing-hall.jp/

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▽
休
館
日
の
申
請
等
受
付　

月

曜
日
等
の
休
館
日
は
、
申
請
等

受
付
や
お
問
合
せ
へ
の
対
応
を

行
わ
な
い
完
全
休
館
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

▽
施
設
利
用
の
打
合
せ　

４
月

以
降
の
施
設
利
用
分
の
舞
台
打

合
せ
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

１
か
月
前
に
次
期
指
定
管
理
者

が
立
ち
会
っ
て
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る 

　  

市
民
意
識
調
査
の
報
告
書
を
公
表 

ハミングホール 
（東大和市民会館） 

指定管理者の 
　変更に伴う 
　　　お知らせ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 立野一丁目 

  土地区画整理事業 

　  施行地区内の土地 

（保留地）を売却します 

下
水
道
使
用
料
の 

　 

消
費
税
率
改
定 

平
成 

２６ 

年
６
月
分
か
ら 

　 

新
消
費
税
率
が 

　
　
　 

適
用
さ
れ
ま
す 

取　　扱　　業　　務

�戸籍届出の受付（戸籍法に基づく届出受
　理は行いませんので、受理証明書などの
　即日発行はできません）
�戸籍の謄抄本などの戸籍関係証明書の発行
�自動車の臨時運行許可証（仮ナンバー）
　の返却
　�問合せ　戸籍係・内線1011まで
�住民異動届（転入・転出・転居など）の
　受付（国外からの転入届は除く）

� �����������
　※異動届出に伴う他部署の業務に関連す
　　る預りなどの対応はできません。
�住民票の写しなどの住民基本台帳関係証
　明書の発行
�印鑑登録及び証明書の申請・発行
�住民基本台帳カードの申請・発行
�特別永住者証明書の申請・発行
　�問合せ　市民係・内線1017まで

市　

民　

課

�市・都民税の課税（非課税）証明書の発行
�原付バイクなどの登録及び廃車の届出
　�問合せ　市民税係・内線1051まで
�家屋評価証明書・家屋公課証明書・家屋
　証明書・家屋課税台帳記載事項証明書の
　発行
　�問合せ　家屋資産税係・内線1060まで
�土地評価証明書（近傍評価額を必要とす
　るものは除く）の発行
�土地公課証明書・土地証明書・土地課税
　台帳記載事項証明書の発行
　�問合せ　土地資産税係・内線1057まで

課　

税　

課

�納税証明書の発行
�市税の口座振替の申込み
　�問合せ　管理係・内線1091まで
�市税の収納
�納税相談
　※ 土曜日の相談には事前予約が必要ですの
　　で、金曜日（祝日の場合はその前日）の午後
　　 5 時までにご連絡ください。相談時間が
　　他の方と重複した場合は調整します。
　�問合せ　納税係・内線1041まで

納　

税　

課

取　　扱　　業　　務

■国民健康保険
�資格取得・喪失の届出(異動日の確認ができる
　証明書等が必要)
�転居・氏名変更などによる被保険者証の交換
�被保険者証、高齢受給者証の再交付
�短期被保険者証の発行
　�問合せ　国民健康保険税係・内線1023まで
�高額療養費、補装具等の療養費、第三者行為
　の申請
�人間ドックまたは脳ドックの受診料助成の申請
�葬祭費の支給申請
�出産育児一時金の支給申請（平成26年4月か
　ら実施）
　�問合せ　国民健康保険給付係・内線1021まで
　
■後期高齢者医療
�資格取得・変更・喪失の届出
�高額療養費、補装具等の療養費の申請
�人間ドックまたは脳ドックの受診料助成の申請
�葬祭費の支給申請
　
■国民年金
�資格取得・喪失の届出（異動日の確認ができ
　る証明書等が必要）
�保険料免除などの申請（年金記録確認を伴う
　ものは除く）
　�問合せ　高齢者医療年金係・内線1026まで

保　

険　

年　

金　

課

�児童手当の届出（資格取得・資格喪失・変更・
　現況届）
�乳幼児医療費助成の届出（資格取得・資格喪
　失・変更・現況届）
�義務教育就学児医療費助成の届出（資格取得・
　資格喪失・変更・現況届）
　�問合せ　手当・助成係・内線1761まで

子  
育  
て  
支  
援  
課

�市内保育園に係る入園の届出（受付期間内の
　み） 
�転園・退園の届出
�家庭状況、希望保育園等の変更の届出　
�保育料の収納
　�問合せ　保育・幼稚園係・内線1751まで

保　

育　

課

【取り扱いができない主な業務】

市　民　課 ： 住民基本台帳ネットワークを利用する業務（住民票の広域交付）、国外からの転入届の受付　ほか
保険年金課：異動日の確認ができない国民健康保険の資格取得・喪失の届出、国民年金の裁定請求（老齢基礎年
　　　　　　金、障害基礎年金、遺族基礎年金、寡婦年金）　ほか
課　税　課：申告受付、相談業務、所在証明、住宅用家屋証明書の発行、土地・家屋台帳などの閲覧　ほか
納　税　課：現金による還付金の受け取り
子育て 支援課：ひとり親家庭等対象の手当等に関する業務全般及び全医療費助成の現金給付申請　ほか
保　育　課：入院助産の実施に関すること　ほか　
※他機関への問合せが必要な場合など、平日とは同様に取り扱えない業務があります。また、開庁していない課
　の業務に係わる手数料等の納付は、取り扱うことができませんので、ご了承願います。

開 庁 す る 課 及 び 取 扱 業 務

ミュージックチャイムの放送時間が変わります 現在、午後 4 時 30分に放送しているミュージックチャイムは、4 月 １日か ら 9 月末日まで、午後 5 時
 30分に放送します。お間違えのないよう、ご注意ください／問合せ　秘書広報課・内線1411まで
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４
月
１
日
以
降
利
用
可
能
な

平
成　

年
度
上
半
期
の
利
用
券

２６

を
３
月　

日
貅
か
ら（
土
・
日
曜

２７

日
・
祝
日
は
除
く
）交
付
し
ま
す
。

▽
交
付
枚
数　

４
月
〜
９
月
の

６
か
月
分
と
し
て　

枚
３０

※
５
月
以
降
に
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
毎
月
５
枚
ず
つ
減
ら

し
た
枚
数
と
な
り
ま
す
。

▽
交
付
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
証
（
ク
リ

ー
ム
色
）

▽
申
請
・
問
合
せ　

障
害
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
）・
内
線
１
１

２
３
ま
で
。

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２９

の
稼
動
を
目
指
し
、
建
設
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
基
本
設
計
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

�
３
月　

日
豸
午
前　

時
か
ら

２３

１０

／
桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

�
３
月　

日
貅
午
後
７
時
か
ら

２７

／
南
街
公
民
館

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

給
食
課
�　

―　
０４２

５６４

―
１
２
８
２
ま
で
。

金
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
方

▽
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ　

仮
徴

収
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
３

月
下
旬
に
、「
国
民
健
康
保
険
税

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
兼
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
を
郵
送
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
３
ま
で
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

仮
徴
収

▽
新
た
に
特
別
徴
収（
仮
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方　

平
成　

年
２５

７
月
１
日
〜　

月
２
日
の
間
に

１０

　

歳
に
な
っ
た
方
（　

歳
以
上

７５

６５

で
障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
含

み
ま
す
）、
ま
た
は
平
成　

年
２５

４
月
２
日
〜　

月
１
日
の
間
に

１０

転
入
し
た
な
ど
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
。
な
お
、
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額

が　

万
円
以
上
で
、
後
期
高
齢

１８
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

を
合
わ
せ
た
金
額
が
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
等
の

方▽
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ　

４
月

か
ら
新
た
に
仮
徴
収
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮

徴
収
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
を
郵
送
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
６
ま
で
。

　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

６５
料
は
市
が
徴
収
を
行
っ
て
お
り
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
徴

収
（
特
別
徴
収
）
が
原
則
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
の
前
年
の
所
得
で
段
階
が

決
定
し
ま
す
が
、
年
金
か
ら
介

護
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
決
定
す

る
ま
で
の
間
、
介
護
保
険
法
の

規
定
に
基
づ
き
、４
月
、６
月
、

及
び
８
月
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
本
年
２
月
の
保
険
料
と
同

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保

２５

険
税
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
（
以
下
「
保
険
税
（
料
）」）

を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
）
に
よ
り
納
付
し
て

い
る
方
及
び
新
た
に
特
別
徴
収

と
な
る
方
を
対
象
に
、
４
月
以

降
の
年
金
か
ら
平
成　

年
度
の

２６

保
険
税
（
料
）
の
仮
徴
収
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
仮
徴
収
は
、
平
成　

年
２６

度
の
保
険
税
（
料
）
が
７
月
に

決
定
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
４

月
、
６
月
及
び
８
月
に
支
給
さ

れ
る
年
金
か
ら
、
平
成　

年
度

２６

の
暫
定
的
な
保
険
税
（
料
）
を

納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

な
お
、
保
険
税
（
料
）
の
決

定
後
、
年
間
の
保
険
税
（
料
）

か
ら
仮
徴
収
額
を
除
い
た
金
額

を
、　

月
、　

月
及
び
２
月
の

１０

１２

年
金
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
特
別
徴
収
と
な
っ
て

い
る
方
の
仮
徴
収
額
は
、
原
則

と
し
て
２
月
の
特
別
徴
収
額
と

同
額
と
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
特
別
徴
収
に
な
る
方

の
仮
徴
収
額
は
、
原
則
と
し
て

平
成　

年
度
の
保
険
税
（
料
）

２５

を
６
で
除
し
た
金
額
と
な
り
ま

す
。

▽
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ

の
納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
す

る
方
へ　

特
別
徴
収
を
中
止
し
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収

▽
新
た
に
特
別
徴
収（
仮
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方　

平
成　

年
２５

　

月
２
日
ま
で
に　

歳
に
な
っ

１０

６５

た
方
、
ま
た
は
転
入
し
た
な
ど

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
全
員
が
、

　

歳
〜　

歳
（
平
成　

年
度
中

６５

７４

２６

に　

歳
に
な
る
方
が
い
る
世
帯

７５
は
除
き
ま
す
）
の
世
帯
の
世
帯

主
の
方
。
な
お
、
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が　
１８

万
円
以
上
で
、
国
民
健
康
保
険

税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
た

�

4月以降の年金から 

 仮徴収を行います 

●国民健康保険税 

●後期高齢者医療保険料 

4月以降の年金から 

 仮徴収を行います 

▽
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
貂
〜

６
月
２
日
豺

▽
閲
覧
開
始
日　

４
月
１
日
貂

※
縦
覧
・
閲
覧
は
と
も
に
、土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
（
土
曜

開
庁
時
に
縦
覧
・
閲
覧
は
で
き

ま
せ
ん
）。

▽
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時

▽
場
所　

課
税
課
（
市
役
所
１

階
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
表
１
〜

３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７
、家
屋
資

産
税
係
・
内
線
１
０
６
０
ま
で
。

平
成 

26 

年
度 

 

固
定
資
産
の
価
格
等
の 

　
　
　
　
　
　
　
　

縦
覧
・
閲
覧 

4
月
1
日
貂
〜
6
月
2
日
豺

介
護
保
険
料
〜
４
月
以
降
の 

　
　 

年
金
か
ら
仮
徴
収
を
行
い
ま
す 

額
を
「
仮
徴
収
」
し
ま
す
（
６

月
及
び
８
月
の
額
は
、
通
知
を

行
っ
た
う
え
で
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

　

新
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定

後
、
年
間
の
保
険
料
か
ら
仮
徴

収
額
を
除
い
た
額
を　

月
、　

１０

１２

月
、
及
び
翌
年
２
月
に
徴
収
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
介
護

２６

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
６
月
末

ま
で
に
決
定
し
、
７
月
上
旬
に

は
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

兼
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」
に

よ
り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

基
本
設
計
が 

 

ま
と
ま
り
ま
し
た 

説
明
会
を
開
催 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

心
身
障
害
者 

福
祉
タ
ク
シ
ー 

　
利
用
券
の
交
付 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

電
話
予
約
で
も 

住
民
票
の
写
し
・ 

印
鑑
登
録
証
明
書
を 

　
　
受
け
取
れ
ま
す 

▽
予
約
で
き
る
人　

本
人
ま
た

は
同
じ
世
帯
の
方
、
印
鑑
登
録

証
明
書
に
つ
い
て
は
登
録
し
て

い
る
本
人
ま
た
は
代
理
人

▽
予
約
で
き
る
証
明
書　

住
民

票
、
除
住
民
票
、
改
製
原
住
民

票
、住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、

印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
登
録

�
�

�
�
�

証
明
書
は
市
役
所
警
備
室
の
み

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▽
予
約
方
法　

市
役
所
の
開
庁

時
間
内
に
市
民
課
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。
必
要
と
す
る
住
民

票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
内
容

や
受
取
場
所
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
予
約
で

は
登
録
番
号
も
確
認
し
ま
す
。

お
手
元
に
印
鑑
登
録
証
を
ご
用

意
の
う
え
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　

本
人
確
認

で
き
る
も
の
、
手
数
料

※
印
鑑
登
録
証
明
書
を
受
け
取

る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
手
数
料　

１
通　

円
。
印
鑑

３００

登
録
証
明
書
の
み
１
通　

円
２００

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

備　　考受取日時受取場所

電話予約の受付日から
受け取れます。
※印鑑登録証明書の受
け取りは警備室のみ
となります。

月～金曜日の
  午後5時～10時
土曜日の正午～午後10時
日曜日、祝日の
 午前9時～午後10時
※12月29日から翌年の1
月3日までは除きます。

市 役 所
警 備 室

ただし、金・土曜
日受付分は、翌週
の火曜日（火曜日
が祝日の場合は
その翌日）に受け
取れます。

電
話
予
約
の
受
付
日
の
翌
日
か
ら

受
け
取
れ
ま
す
。

火～土曜日の
 午後1時～4時30分
※月・日曜日、祝日及び12
月28日から翌年の1月4
日までは除きます。

狭 山 ・ 蔵 敷
公　 民　 館

ただし、金・土曜
日受付分は、翌週
の月曜日（月曜日
が祝日の場合は
その翌日）に受け
取れます。

月～土曜日の
 午後1時～4時30分
※日曜日、祝日及び12月
28日から翌年の1月4日
までは除きます。

奈良橋・上北台・
南街・桜が丘・ 
向原市民センター

表1　固定資産の価格等の縦覧
手数料記載されている項目縦覧をすることができる方縦覧帳簿の種類

無料
所在、地番、地目、地積、価格市内に所在する土地に対して固定

資産税が課税されている納税者
土地価格等
　　 縦覧帳簿

所在、家屋番号、種類、構造、
床面積、価格、建築年月

市内に所在する家屋に対して固定
資産税が課税されている納税者

家屋価格等
　　 縦覧帳簿

表2　固定資産の価格等の閲覧

手数料閲覧できる項目閲覧を求める
ことができる方

縦覧期間中
は無料、期
間外は有料

土地・家屋名寄帳（土地の所在、地番、地目、地積、価格、課税標準
額等と家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格、課税標準
額等を記載したもの）及び償却資産課税台帳の写しを交付します。

当該資産の
納税義務者

有料

借りている土地の所有者、所在、地番、地目、地積、価格、課税標準額借地人

借りている家屋の所有者、所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
価格、課税標準額及びその敷地である土地の所有者、所在、地番、
地目、地積、価格、課税標準額

借家人

表3　窓口に持参するもの
①申請者が個人で、本人の場合：運転免許証、健康保険証、年金手帳、パスポート、住民基本
台帳カードなど本人確認ができるもの（借地・借家人の方が価格等の閲覧をするためには、前
述の本人確認ができるもの及び借地・借家人を示す賃貸借契約書等の書類が必要です）

②申請者が個人で、本人以外の場合：閲覧の対象となる固定資産を特定し、かつ閲覧に関する
代理権限を授与されたことを証する書類及び代理人本人であることが確認できるもの（①の本
人確認ができるもの）

③申請者が法人の場合（法人の使者による場合）：当該法人が作成した委任状または代理人選任
届（法人の代表者印が押印されたもの）、社員証及び使者本人であることが確認できるもの（①
の本人確認ができるもの）

�����������������������������������
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保
育
室
等
利
用
者
に
対
す
る

保
育
費
補
助
金
は
、
保
育
室
等

の
認
可
外
保
育
施
設
に
児
童
の

保
育
を
委
託
す
る
保
護
者
に
対

し
、
市
が
保
育
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
３
歳
未
満
（
生
年
月
日
が

平
成　

年
４
月
２
日
以
降
）
の

２３

児
童
の
保
育
を
対
象
施
設
に
委

託
す
る
保
護
者

▽
補
助
要
件

�
対
象
施
設
を
月　

日
以
上
か

１２

つ
１
日
８
時
間
以
上
利
用
し
て

い
る
こ
と

�
認
可
保
育
園
に
、
当
該
児
童

の
入
園
申
込
み
を
し
、
入
園
待

機
と
な
っ
て
い
る
こ
と

▽
対
象
施
設　

認
証
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、
家
庭
福
祉
員

を
除
い
た
認
可
外
保
育
施
設

※
市
内
で
は
、
こ
ど
も
学
園
が

対
象
施
設
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
額　

保
護
者
が
負
担
す

る
保
育
費
の
３
分
の
１
（
上
限

二
万
一
、
〇
〇
〇
円
）

▽
手
続
方
法　

対
象
施
設
と
締

結
し
た
利
用
契
約
書
も
し
く
は

保
育
受
託
証
明
書
を
補
助
金
交

付
申
請
書
と
と
も
に
、
保
育
課

（
市
役
所
１
階
）
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

場
は
午
後
２
時
ま
で
）

▽
場
所　

福
島
県
喜
多
方
市
山

都
体
育
館
（
山
都
総
合
支
所
裏
）

▽
参
加
費

�
「
食
彩
」
コ
ー
ス 

二
、
五

〇
〇
円
（
そ
ば
４
食
と
郷
土
料

理
。
前
売
り
の
み
）

�
「
味
わ
い
」
コ
ー
ス 

一
、

五
〇
〇
円
（
そ
ば
２
食
と
郷
土

料
理
。
当
日
券
は　

円
増
し
）

２００

▽
問
合
せ　

山
都
寒
晒
し
そ
ば

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
�

０
２
４
１
―　

―
２
２
５
４
へ
。

３８

※
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ

い
て
は
、
喜
多
方
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

k
itak
ata-k

an
k
o.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

　

東
大
和
市
家
庭
福
祉
員
・
ひ

が
保
育
マ
マ
・
木
村
保
育
マ
マ

の
利
用
児
童
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
利
用
す
る
に
は
、
市
内
在

住
で
、
認
可
保
育
園
の
入
園
基

準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

利
用
の
申
込
み
等
に
つ
い
て
は
、

各
家
庭
福
祉
員
へ
ご
連
絡
く
だ

平成26年4月からの 

保育室等 
　利用者に対する 
　保育費補助制度 

◎
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
制
度
〜
○子
 

医
療
証
を
郵
送
し

ま
す

　

４
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
で
、乳
幼
児
医
療
証（
○乳
 

医
療
証
）の
負
担
者
番
号
が「
８

８
１
３
８
４
３
３
」
の
方
に
○子
 

医
療
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
４
月
１
日
を
過
ぎ
て
も

医
療
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

○乳
 

医
療
証
の
負
担
者
番
号
が

「
８
８
１
３
２
４
３
６
」
の
方

は
、所
得
制
限
を
超
え
て
い
て
、

○子
 

医
療
証
の
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
６
歳
の
３
月　

日
を

３１

迎
え
た
こ
と
に
よ
る
○乳
 

医
療
証

資
格
消
滅
の
通
知
を
４
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

◎
４
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

等
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加

者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
行

い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の
発

達
等
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所

�
９
日
貉 

新
堀
地
区
会
館

�　

日
貂 

か
み
き
た
だ
い
児

１５
童
館

�　

日
貂 

さ
く
ら
が
お
か
児

２２
童
館

�　

日
貉 

芋
窪
集
会
所

２３
▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
予
約
は
不
要
で
す
）

４５
▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

�
政
治
的
中
立
性
、
宗
教
的
中

立
性
に
基
づ
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
え
る
方

�
人
権
上
の
配
慮
に
基
づ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る

方�
学
校
の
方
針
に
基
づ
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る
方

▽
活
動
内
容

①
ふ
れ
あ
い
活
動

②
教
科
指
導
補
助
活
動

③
教
育
相
談
活
動

④
そ
の
他
教
育
に
か
か
わ
る
補

助
活
動

▽
報
酬
等　

無
償
（
謝
礼
の
み

の
支
払
い
と
な
り
、
交
通
費
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
務
局
〔
東
大
和
市
教
育

セ
ン
タ
ー
学
校
支
援
室
（
第
三

小
学
校
内　

校
舎
西
側
３
階
）〕

�　

―　

―
０
３
４
６
ま
で
。

０４２

５６７

さ
い
。

�
ひ
が
保
育
マ
マ
（
�　

―
６

０９０

５
３
２
―
０
３
２
１
）
中
央
２

―
１
１
０
１
―　

成
安
中
央
マ

１２

ン
シ
ョ
ン　

号
室

１０７

�
木
村
保
育
マ
マ
（
�　

―
５

０９０

５
５
７
―
０
８
５
３
）
南
街
２

―　

―
３
ピ
ー
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー

２０

　

号
室

１０２▽
受
入
年
齢
（
月
齢
）　

生
後

　

日
〜
３
歳
未
満

５７▽
保
育
日
時　

月
〜
土
曜
日
の

午
前
７
時　

分
〜
午
後
６
時
の

３０

う
ち
１
日
原
則
８
時
間
以
内

※
祝
日
、年
末
年
始
等
は
除
く
。

▽
費
用
等　

月
額
三
万
五
、
〇

〇
〇
円
（
弁
当
は
持
参
で
す
）

▽
延
長
保
育
料　

１
時
間　

円
６００

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

◎
第　

回
山
都
寒
晒
し
そ
ば
ま

１７

つ
り

▽
日
時　

３
月　

日
貍
・　

日

２２

２３

豸
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
入

１０

　

事
務
繁
忙
時
な
ど
必
要
に
応

じ
、
一
定
期
間
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
た
め
の
臨
時
職
員
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
職
種
・
賃
金
（
時
間
給
）　

左

表
の
と
お
り（
３
月
１
日
現
在
）

▽
社
会
保
険
等　

健
康
保
険
法

・
厚
生
年
金
保
険
法
・
雇
用
保

険
法
等
の
定
め
に
該
当
す
る
方

（
勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）
は
、
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
・
雇
用
保
険
等
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

職
員
課
（
市
役

所
３
階
）

▽
提
出
書
類　

市
規
定
の
履
歴

書
（
市
販
の
も
の
で
も
可
）

※
履
歴
書
を
提
出
し
た
方
は
、

臨
時
職
員
と
し
て
登
録
（
登
録

期
間
は
２
年
間
）
し
、
必
要
に

応
じ
勤
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

　

市
内
小
・
中
学
校
で
学
習
支

援
等
を
行
う
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

�
市
内
及
び
近
隣
市
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
、
当
市
の
学
校

教
育
活
動
へ
積
極
的
に
支
援
・

援
助
で
き
る
方

�
学
校
教
育
活
動
に
応
じ
た
特

技
・
知
識
・
技
能
そ
の
他
必
要

な
能
力
を
有
す
る
方

■
段
差
解
消
板
等
を
設
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　

玄
関
や
車
庫
の
出
入
口
な
ど

に
段
差
解
消
板
を
設
置
す
る
と
、

歩
行
者
や
自
転
車
等
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
雨
水
の
流
れ
の
支
障
に

も
な
り
ま
す
。
段
差
解
消
板
は

使
用
時
に
の
み
置
く
よ
う
に
し
、

道
路
上
に
は
障
害
物
を
設
置
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
道
路
集
水
ま
す
上
の
清
掃
に

ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水
ま

す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時
は
、

ご
み
等
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
道
路
集
水
ま
す
に
汚
濁
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

雨
水
集
水
ま
す
に
油
類
、
ペ

ン
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
流

す
と
道
路
排
水
管
を
通
し
て
空

堀
川
、
奈
良
橋
川
、
前
川
等
の

河
川
に
流
れ
、
川
が
汚
れ
、
魚

や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生
き
物
が
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
汚
濁
水
は

決
し
て
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
道
路
上
に
枝
葉
を
出
さ
な
い

よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

や
接
触
事
故
等
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
土
地
を
管
理
し
て
い
る

方
は
、
枝
葉
を
道
路
上
に
出
さ

な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
に
つ
い
て

い
る
黄
色
の
シ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
て
い
る
管
理
番
号
（
Ａ
・
○

○
○
○
等
）
ま
た
は
街
路
灯
の

所
在
地
を
、
土
木
課
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
１
ま
で
。

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
 

市
内
小
・
中
学
校
で
学
習
支
援
等
を
行
う
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ボランティア活動までの流れ
①氏名等の登録　所定の登録用紙に必要事
項を記入し、事務局へ提出してください（簡
単な面接を行います）。
　なお、昨年度登録され、引き続き希望す
る方も、登録が必要となります（昨年度と
同じ学校で活動を希望する場合は、登録用
紙をその学校に提出できます）。
②各学校への派遣　各学校長が必要なカリ
キュラムに応じて、登録者の中から選考し、
事前に面談のうえ、依頼します。
③活動への従事　依頼を受けた登録者は、
承諾書に署名・押印のうえ、ボランティア
活動を行っていただきます。

ボランティア活動中の事故への対応
　活動いただく前に、事務局がボランティ
ア保険に加入手続きを行います（本人の手
続き、費用負担はありません）。

子
育
て
支
援 

皆
さ
ん
の 

　
　
　 

ご
協
力
を 

東
大
和
市
街
路
灯 

※
故
障
は
市
役
所
へ 

蕁042-563-2111

家
庭
福
祉
員
（
保
育
マ
マ
）
 

　
　
　
　
　
　
利
用
の
ご
案
内
 

平
成
　
年
4
月
か
ら
の
 

26

友好都市イベント情報 

喜多方市に 

　出かけよう！ 

山都寒晒しそばまつり 
ざら 

臨
時
職
員
の 

　
　

登
録
者
を
募
集 

時間給主　な　職　種区　分

870円一 般 事 務
事務系

1,110円催 告 事 務

980円有資格者
保育士職

技術系

900円その他

1,090円有資格者1 1 時 間
開 所
保育士職 1,000円その他

980円有資格者児童館・
学童保育
所業務員 900円その他

1,740円保 健 師

1,700円助 産 師

1,660円臨 床 検 査 技 師

1,660円正
看 護 師

1,620円准

1,620円歯 科 衛 生 士

1,040円栄 養 士

870円図 書 館 勤 務 員

870円給 食 配 膳 員

労務系

1,110円土木・清掃作業員

980円給 食 調 理 員

980円身 障 等 介 助 員

980円施設等営繕業務員

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は大変混雑しています。駅までおおむね800 メートル以内にお住まい
の方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで
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予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

■
乳
幼
児
の
予
防
接
種

�
予
防
接
種
の
ご
案
内
は
、
対

象
と
な
る
月
の
前
月
末
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
月
齢

及
び
年
齢
（
誕
生
日
）
に
な
る

ま
で
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
予
防
接
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決

め
ら
れ
た
接
種
期
間
、
接
種
間

隔
が
あ
り
ま
す
。
接
種
ま
ち
が

い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
接
種
を
受
け
る
際
の
注
意
事

項�
必
ず
事
前
に
医
療
機
関
で
予

約
し
、
保
護
者
の
方
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

�
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
麻
し
ん
・

風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
は
、
体
温
表

も
必
要
で
す
。
３
日
前
か
ら
体

温
を
は
か
り
、
体
温
表
に
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
的
な
注
意
事
項

�
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
お
子
さ
ん
は
、
脳
波
検

査
の
証
明
書
ま
た
は
診
断
書
が

必
要
で
す
。

�
心
臓
病
等
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
予
防
接

種
を
受
け
て
も
よ
い
と
い
う
医

師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

�
ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気
に
か
か

◎
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

○
講
演
会
「『
は
や
ぶ
さ
』
か
ら

の
お
み
や
げ
〜
イ
ト
カ
ワ
の
か

け
ら
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
」

▽
日
時　

３
月　

日
貍
午
後
１

２９

時
か
ら

▽
講
師　

長
尾
敬
介
氏
（
東
京

大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
付

属
地
殻
化
学
実
験
施
設
教
授
）

平
成
２６
年
度
 

予
防
接
種
の
ご
案
内

っ
た
後
、
一
定
期
間
内
は
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
病
気
が
治
っ
て
か
ら
接
種
が

で
き
る
ま
で
の
間
隔
は
、
麻
し

ん
は
４
週
間
、
お
た
ふ
く
か
ぜ

・
風
し
ん
・
水
ぼ
う
そ
う
は
２

〜
４
週
間
、
そ
の
他
の
ウ
イ
ル

ス
性
疾
患
は
１
〜
２
週
間
で
す
。

※
東
大
和
市
以
外
で
発
行
さ
れ

た
予
防
接
種
の
予
診
票
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
予
診
票
の
再
発

行
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
診
票
を
紛
失
し
、
再

発
行
が
必
要
な
方
も
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

○
講
演
会
「『
は
や
ぶ
さ
２
』
の

新
た
な
挑
戦
と
今
後
の
太
陽
系

小
天
体
探
査
」

▽
日
時　

３
月　

日
豸
午
後
１

３０

時
か
ら

▽
講
師　

吉
川
真
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
准
教
授
は

や
ぶ
さ
２
ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

【
講
演
会
の
共
通
事
項
】

▽
内
容　

は
や
ぶ
さ
２
の
お
話

を
中
心
に
軌
道
の
話
を
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
小
学
生
に
も
わ
か
る

よ
う
に
お
話
し
し
ま
す
。

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

大
人　

円
、
小
・
中

２００

学
生　

円
１００

※
券
売
機
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

○
デ
モ
投
影
「
メ
ガ
ス
タ
ー
の

星
空
た
ん
け
ん
」

　

新
し
い
投
影
機
で
で
き
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。
新
投
影
機

メ
ガ
ス
タ
ー
の
美
し
い
星
空
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
日
時　

３
月　

日
貂
〜

１８

　

日
貅
の
間
は
午
後
２
時
か
ら
。

２０３
月　

日
貉
〜　

日
貊
の
間
は
、

２６

２８

◎
東
大
和
市
内
狭
山
丘
陵
文
化

財
め
ぐ
り
〜
東
コ
ー
ス
編
〜

　

郷
土
博
物
館
か
ら
東
側
地
域

の
狭
山
丘
陵
周
辺
の
寺
社
や
文

化
財
、自
然
公
園
な
ど
を
巡
り
、

市
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
豸
午
前
９

３０

時　

分
集
合

３０
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

▽
集
合
・
解
散
場
所　

郷
土
博

物
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

昼
食
、
筆
記
用
具

※
コ
ー
ス
の
全
長
は
約
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
す
。
起
伏
が
あ
る

た
め
、
実
際
の
コ
ー
ス
は
も
う

少
し
長
く
な
り
ま
す
。
歩
き
や

す
い
服
装
と
靴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
企
画
展
示
「
遊
び
の
民
具
」

　

子
ど
も
の
頃
に
使
っ
て
い
た

も
の
、
今
で
も
あ
る
も
の
、
博

物
館
資
料
を
中
心
に
、
懐
か
し

い
お
も
ち
ゃ
を
展
示
し
ま
す
。

　

コ
マ
回
し
や
剣
玉
、
お
は
じ

き
な
ど
昔
の
遊
び
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▽
期
間　

３
月　

日
（
祝
日
）

２１

〜
６
月
８
日
豸

※
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
除

く
。

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

◎
自
然
観
察
会
「
空
堀
川
の
鳥

た
ち
」（
事
前
申
込
制
）

　

初
め
て
の
方
で
も
鳥
を
見
や

す
い
空
堀
川
。野
鳥
を
は
じ
め
、

自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月
６
日
豸

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
・
武

３０

蔵
大
和
駅
下
の
広
場

▽
観
察
地　

空
堀
川

▽
講
師　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
双
眼

鏡�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

午
前　

時
・
午
前　

時
・
午
後

１０

１１

１
時
・
午
後
２
時
か
ら
。

※
３
月　

日
貉
〜　

日
貊
の
間
、

２６

２８

こ
の
番
組
の
投
影
は
、
市
内
小

・
中
学
校
の
児
童
及
び
生
徒
の

み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

大
人　

円
、
小
・
中

２００

学
生　

円
１００

※
券
売
機
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

○
ロ
ビ
ー
展
示
「
は
や
ぶ
さ
２

が
ん
ば
れ
！
」

　

年
内
に
打
ち
上
げ
を
予
定
し

て
い
る
「
は
や
ぶ
さ
２
」
を
応

援
す
る
た
め
に
、
模
型
な
ど
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間　

３
月　

日
貍
〜　

日

１５

３０

豸※
月
曜
日
、３
月　

日
は
除
く
。

２２

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

▽
貸
出
面
積　

企
画
展
示
室
の

半
面
（　

㎡
）
を
基
本
と
し
ま

４１

す
。
企
画
展
示
室
全
面
の
貸
し

出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
貸
出
期
間　

次
の
貸
出
可
能

期
間
の
う
ち
、
お
お
む
ね
１
週

間※
設
営
、
撤
収
を
含
み
ま
す
。

▽
貸
出
可
能
期
間

Ａ 

５
月　

日
貍
〜
６
月　

日

３１

１３

貊※
Ａ
の
期
間
は
、
半
面
の
み
の

貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

Ｂ 

６
月　

日
貍
〜
７
月　

日

１４

１３

豸Ｃ 

９
月　

日
貍
〜　

日
貂

１３

３０

Ｄ 

平
成　

年
１
月
６
日
貂
〜

２７

　

日
豸

２５Ｅ 

平
成　

年
２
月
４
日
貉
〜

２７

　

日
貅

１２※
月
曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
の
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
は
休
館
日
で
す
。

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

次
の
と
お
り
記
入
し
、
４
月
４

日
貊
必
着
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
複
数
の
団
体
が
競
合
す
る

場
合
は
、
調
整
会
議
を
開
き
ま

す
。
会
議
の
日
程
は
事
前
調
整

の
う
え
、
返
信
用
は
が
き
に
記

載
し
ま
す
。
競
合
が
な
い
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
貸
し
出
し
を
決

定
し
、
返
信
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
企
画
展

示
室
を
館
主
催
の
企
画
展
示
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
、
無
料
の

一
般
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

※
博
物
館
内
で
の
販
売
行
為
は

禁
止
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に
活
動

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
う
団

体
（
特
定
の
宗
教
団
体
及
び
企

業
等
の
営
利
を
目
的
と
し
た
団

体
は
除
く
）

�����������������������������������

郷土博物館の 
　　　　催し物 
郷土博物館の 
　　　　催し物 

申
込
期
限
は
4
月
4
日

郷
土
博
物
館
 

　

企
画
展
示
室
を
 

　
貸
し
出
し
ま
す

東
大
和
市
奈
良
橋
１
│
 ２６０ │
 ２
 

東
大
和
市
立
 

　
　
 郷
土
博
物
館
 行
 

2 0 7 0 0 3 1

往信 

申
込
者
の
住
所
 

申
込
者
の
氏
名
 

返信 

・団体名 
・代表者・担当者名 
・電話 
・使用希望期間 
　 A～Eの別 
　 具体的な使用希望期間 
   （おおむね1週間） 
・要望事項 
　 全面使用の希望、期間 
　　など 

（申込者の郵便番号）  

接種はお早めに
麻しん・風しん（ＭＲ）
　麻しん（はしか）の感染報告が増加しています。麻しんは国内での自然発生はみられ
なくなったものの、排除に至らない国も多く、まだまだ国外から持ち込まれ流行する危険の
ある感染症です。また、風しん（三日はしか）と並び、重い合併症を引き起こしたり、生
命の危険を伴うことがあります。麻しん・風しんは有効な免疫を持続させるため、1期及
び2期での2回接種となっています。いずれも、接種期間が1年間と短いため、予診票
が届いたら、お早めに接種してください。
※接種機会を逃がしてしまった方は、市立保健センターにご相談ください。

日本脳炎特例（1期・2期）
　接種勧奨の中止により接種を完了できなかった平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれ
の方が対象です。20歳未満まで1期・2期ともに接種が可能となっています。現在は
国の通知に基づき、順次2期のご案内が開始されています。2期を接種する前に、1期を終
了する必要があります。接種対象の期間内に生まれた方で、1期の接種を完了していない
方、転入等で東大和市の予診票を持っていない方は、母子健康手帳を市立保健センターま
でお持ちください。

長期にわたり療養を必要とする特定の疾患にかかり
既定の接種期間を過ぎてしまった方へ
　制度の改正により、接種を受けられる場合があります。接種を受けるには医師の診断書、
市への申請等が必要となります。詳細は市立保健センターにお問い合わせください。

入園・入学前に予防接種の確認を
　4月の入園・入学を前に、忘れている予防接種はありませんか。特に平成25年度対象
の麻しん・風しん（ＭＲ）2期は、公費による接種期限が3月31日豺となっています。
4月1日貂以降の接種は、体調不良等で接種を延期した場合であっても、自費となります。
ご注意ください。必要な予防接種は入園・入学前に済ませ、病気を未然に防ぎましょう。

【高齢者の予防接種】
高齢者インフルエンザ
　実施時期、接種方法、接種費用等の詳細は、9月以降の市報、
市のホームページ等でお知らせします。

高齢者肺炎球菌
　今年度も実施を予定していますが、実施時期、申込方法、接種費用等詳細は未定のため、
市報、市のホームページ等でお知らせします。
※各予防接種については、4月1日以降のホームページ及び市報をご覧ください。
�以上のお問合せは、市立保健センター�042-565-5211まで。

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ
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�

あ
り
ま
す
（　

人
。
申
込
順
）

１５

／
離
乳
食
の
進
め
方
の
話
、
調

理
実
習
、
試
食
／
母
子
健
康
手

帳
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
３
月

　

日
豺
午
前
９
時　

分
〜　

時

２４

３０

１１

／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育

て
の
情
報
交
換
や
小
児
科
医
と

の
相
談
が
で
き
ま
す
／
母
子
健

康
手
帳
／
当
日
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
４
月
２

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

■
狂
犬
病
予
防
注
射
の
場
所
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る

狂
犬
病
予
防
（
集
合
）
注
射
の

場
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
桜
が
丘
市
民
広
場
駐
輪

場
か
ら
市
民
体
育
館
駐
車
場
に

変
更
し
ま
す
。
詳
細
は
４
月
発

行
の
市
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

狭
山
公
民
館
は

４
月　

日
豺
午
前　

時
〜　

時

１４

１０

１１

　

分
、
蔵
敷
公
民
館
は
同
日
午

３０後
１
時　

分
〜
２
時　

分
。
上

３０

３０

仲
原
公
園
管
理
事
務
所
前
は
４

月　

日
貂
午
前　

時
〜　

時　

１５

１０

１１

３０

分
、
市
民
体
育
館
駐
車
場
は
同

日
午
後
２
時
〜
３
時
。
二
ツ
池

公
園
は
４
月　

日
貉
午
前　

時

１６

１０

〜　

時
、
市
役
所
北
側
駐
輪
場

１１
は
同
日
午
後
１
時
〜
３
時

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
民
生
活
課
か
ら

◎
特
別
相
談
「
若
者
ト
ラ
ブ
ル

　

番
」

１１０
　

若
者
の
消
費
者
被
害
を
未
然

に
防
止
・
拡
大
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
電
話
に
よ
る

特
別
相
談
を
東
京
都
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

対
象　

契
約
当
事
者
が　

歳
以

２９

下
の
方
／
３
月　

日
豺
午
前　

１７

１０

時
〜
午
後
４
時
／
相
談
の
電
話

番
号　

市
民
生
活
課
・
内
線
１

７
１
３
ま
で
。

【
東
京
都
の
「
若
者
ト
ラ
ブ
ル

　

番
」
】

１１０日
時　

３
月　

日
豺
・　

日
貂

１７

１８

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
相
談

の
電
話
番
号　

東
京
都
消
費
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
�　

―
３
２

０３

３
５
―
１
１
５
５
へ
。

◎
消
費
生
活
相
談

　

相
談
は
無
料
で
電
話
相
談
も

で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金

■
平
成　

年
度
健
康
づ
く
り
事

２６

業
　

平
成　

年
度
の
年
間
事
業
は
、

２６

４
月
中
旬
以
降
に
配
布
予
定
の

（
仮
称
）「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
３
月　

日
現
在
の

１５

年
間
予
定
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
４
月
２
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人（
申
込
順
。３
月

２０

　

日
豺
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

１７す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、試
食 （
保
護
者
の 
み
） ／
母

子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お

ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
４
月
９
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

３
月　

日
豺
か
ら
受
付
を
開
始

１７

し
ま
す
）
／
保
育
室
の
用
意
が

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
／

１０

市
民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
３
ま
で
。

■
交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ

と
共
済
」
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同

で
実
施
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共

２６

済
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
掛
け
金
で
加
入
で
き
、

手
続
き
も
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
／
掛
け
金

（
年
額
）　

Ａ
コ
ー
ス
一
、
〇

〇
〇
円
、
Ｂ
コ
ー
ス　

円
／
対

５００

象
と
な
る
交
通
災
害　

日
本
国

内
で
発
生
し
た
交
通
機
関
の
交

通
に
よ
る
人
身
事
故
／
見
舞
金

傷
害
の
場
合
Ａ
コ
ー
ス
３
万
円

〜　

万
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
２
万
円

２５
〜　

万
円
。
死
亡
の
場
合
Ａ
コ

１６
ー
ス　

万
円
、
Ｂ
コ
ー
ス　

万

３００

１５０

円
／
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事

故
（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で

す
／
交
通
遺
児
年
金　

会
員
が

交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時
、
会

員
と
生
計
が
同
じ
で
東
京
都
の

市
町
村
民
で
あ
る
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
お

子
さ
ん
が
中
学
修
了
年
限
に
達

す
る
ま
で
、
遺
児
１
人
に
つ
き

年
額
一
〇
万
二
、
〇
〇
〇
円
の

交
通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
／
共
済
期
間　

平
成　

年
４

２６

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２７

３１

／
受
付
場
所　

市
内
の
各
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）・
信

用
金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協

同
組
合
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
／
土

木
課
・
内
線
１
２
１
３
ま
で
。

　

■
祝
日
の
ご
み
収
集

　
　

３
月　

日
貊
は
祝
日
で

２１

　

す
が
、
ご
み
等
の
収
集
は

　

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
／

　

ご
み
対
策
課
・
内
線
１
２

　

４
１
ま
で
。

□
国
際
交
流
「
春
の
お
花
見
」

（
国
際
交
流
同
好
会
）／
３
月　
３０

日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
雨

１１

天
中
止
）
／
集
合　

村
山
貯
水

池
駐
在
所
南
側
付
近
（
当
日
は

看
板
有
り
）
／
外
国
の
方
と
一

緒
に
お
花
見
を
し
な
が
ら
交
流

を
楽
し
み
ま
す
／
■費
 
　

円
（
小

２００

学
生
以
上
）／
■持
 

弁
当
、飲
み
物

／
■問
 

田
口　

―　

―
８
２
１
４

０４２

５６１

□
第　

回
「
ポ
ポ
ロ
」
フ
ァ
ミ

２４

リ
ー
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
（
日
本

と
世
界
の
愛
唱
歌
を
う
た
う
会
）

／
３
月　

日
午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

３
時　

分（
１
時
開
場
）／
ハ
ミ

３０

ン
グ
ホ
ー
ル
／
元
歌
の
お
姉
さ

ん
と
歌
い
ま
し
ょ
う
／
障
害
者
、

妊
婦
、
未
就
学
児
等
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
／
■問
 

同
事
務
局

　

―
７
８
３
５
―
４
６
８
２

０９０□
太
極
拳
無
料
体
験
会
（
陳
氏

太
極
拳
東
大
和
教
室
）
／
３
月

　

日
・　

日
午
後
６
時
〜
７
時

２４

３１

　

分
／
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／

３０
　

人
（
申
込
順
）
／
は
じ
め
て

１０の
太
極
拳
／
■持
 

室
内
運
動
靴
／

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
／
■申
 

３
月　

日
ま
で
に

３１

岡
本　

―　

―
１
９
３
７
へ
。

０４２

５６５

□
墨
香
の
ゆ
か
し
い
日
韓
書
道

交
流
展
（
に
ほ
ん
ご
友
の
会
）

／
３
月　

日
・　

日
午
前　

時

２５

２９

１０

〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後
３

２９

時
ま
で
）
／
駐
日
韓
国
大
使

館
・
文
化
院
／
■問
 

塚
闢　

―　
０４２

５６２

―
７
４
３
９

□
音
声
ガ
イ
ド
付
映
画
会
「
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日 ,　

」
６４

（
ひ
と
み
サ
ー
ク
ル
）
／
３
月

　

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時
／

２９

３０

社
会
福
祉
協
議
会
／
■問
 

社
会
福

祉
協
議
会　

―　

―
０
０
１
２

０４２

５６４

□
第　

回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

４０

ニ
ス
大
会
〔
個
人
戦
〕（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中

学
生
以
上
の
方
／
４
月
６
日
午

前
８
時
〜
午
後
６
時
（
予
備
日

５
月
６
日
）
／
上
仲
原
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／　

人（
申
込
順
）

７０

／
２
人
１
組
の
個
人
戦
／
■費
 

１

組
千
円
／
■申
 

３
月　

日
ま
で
に

２８

貴
島　

―　

―
１
８
５
７
へ
。

０４２

５１１

□
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
（
テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以

上
の
方
／
４
月　

日
午
前
８
時

２０

　

分
〜
午
後
６
時
（
予
備
日

２０５
月　

日
）
／
上
仲
原
公
園
テ

１１

ニ
ス
コ
ー
ト
／
■費
 

１
人
二
千
円

（
中
学
生
、
高
校
生
は
千
円
）

／
■申
 

４
月
４
日
ま
で
に
市
民
体

育
館
の
台
帳
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
／
■問
 

同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://hytennis.org/

）

□
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
Ｂ
テ
ニ
ス

大
会
（
テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生

以
上
の
方
／
Ａ
は
中
・
上
級
者
、

Ｂ
は
初
心
者
・
初
級
者
／
４
月

　

日
（
予
備
日　

５
月　

日
）

２７

２５

／
Ａ
は
午
前　

時
集
合
、
Ｂ
は

１０

午
前
８
時　

分
集
合
。
共
に
午

２０

後
６
時
ま
で
／
上
仲
原
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／
■費
 

１
ペ
ア
三
千

円
、
大
人
と
中
学
生
・
高
校
生

ペ
ア
二
千
円
、
中
学
生
と
高
校

生
ペ
ア
千
円
／
■申
 

４
月　

日
ま

１１

で
に
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hytennis.org/

）
へ
。

□
合
唱
団
員
募
集
（
東
大
和
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団
）
／

混
声（
一
般
、学
生
）／
毎
週
水

曜
日
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

４５

４５

分
／
大
和
富
士
幼
稚
園
／
モ
ー

ツ
ア
ル
ト「
レ
ク
イ
エ
ム
」／
■費
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
 

丸
山　

―
１
１
２
４
―
３
７
４

０９０

７□
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
員

募
集（
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
）／
女
性

の
方
／
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時

〜　

時　

分
／
気
軽
に
体
を
動

１１

３０

か
し
た
い
方
、
未
経
験
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
／
市
民
体
育
館
／

■月
 

千
円
／
■問
 

木
下
へ
メ
ー
ル（h

y_clovers@
yahoo.co.jp

）

□
会
員
募
集
（
ダ
・
カ
ー
ポ
）

／
練
習
場
所
に
お
困
り
の
方
／

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

／
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
管
楽

器
の
個
人
練
習
、
合
奏
／
■問
 

寺

木　

―
９
３
２
４
―
４
１
０
２

０９０
□
き
て
み
て
里
山
！
春
の
う
ら

ら
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
西
武
・

狭
山
丘
陵
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）
／

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

／
３
月　

日
午
前
９
時
〜　

時

２３

１０

　

分
ス
タ
ー
ト
受
付
、
ゴ
ー
ル

３０受
付
は
午
後
３
時
ま
で
／
東
村

山
駅
西
口
ス
タ
ー
ト
／
狭
山
公

園
、
八
国
山
緑
地
、
東
大
和
公

園
な
ど
／
■問
 

都
立
狭
山
公
園
管

理
所　

―　

―
０
１
５
４

０４２

３９３

□
平
成　

年
度
労
働
基
準
監
督

２６

官
採
用
試
験
／
受
験
資
格　

昭

和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年

５９
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、
平
成

５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
次
の
条
件
に
該
当
す
る

方
①
大
学
を
卒
業
及
び
平
成　
２７

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
み
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方
／
受
付　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
場
合
は
、
４
月
１
日
〜

　

日
の
間
に
、
申
込
専
用
ア
ド

１４レ
ス（http://w

w
w
.jin
ji-sh
ik

en
.g
o.jp
/ju
k
en
. htm

l

）
へ
。

郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
は
、

４
月
１
日
・
２
日
に
、
東
京
労

働
局
へ
／
試
験
区
分
・
採
用
予

定
数　

労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法

文
系
）
約　

人
、
労
働
基
準
監

１６０

督
Ｂ
（
理
工
系
）
約　

人
／
第

４０

１
次
試
験
は
６
月
８
日
、
第
２

次
試
験
は
７
月　

日
〜　

日

１６

１８

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
で
指

定
す
る
日
時
）
／
■問
 

立
川
労
働

基
準
監
督
署
業
務
課
�　

―　
０４２

５２３

―
４
４
７
５

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

�������������������������������������������������������������������������

8月からのごみ排出方法の変更と
戸別収集の試行を実施します

　
○収集体制の変更　不燃ごみの排出は、月の第3週の
「紙類・布類」の収集日に変わります。また、かん・
びん・スプレー缶・有害ごみの排出は、「かん・びん
・スプレー缶（月1回）」、「かん・びん・有害ごみ（月
1回）」に変わり、それぞれ集積所での収集となりま
す。なお、ペットボトルは、月2回の収集に変わりま
す。　
○戸別収集（資源物は除く）　戸建て住宅のうち、道路
・歩道などを集積所としている方。また、収集車両が進
入できない道に住宅がある等、一部、戸別収集を行えな
い戸建て住宅もありますので、ごみ対策課にご確認く
ださい。なお、戸建て住宅でも、民地内に専用の集積所
がある場合は、既存の集積所による収集となります。
集合住宅は変更ありません。敷地内の集積所で収集し
ます。　
○戸別収集の対象品目　有料化の対象となる「可燃ごみ
・不燃ごみ・容器包装プラスチック」です。また、有料
化の対象から除外する品目のうち、紙おむつ・地域清掃
で回収された廃棄物・枝木・落ち葉等も戸別収集の対象
となります。　
○資源物の取り扱い　かん・びん
・ペットボトル・紙類・布類は、
集積所での収集となります。　
�問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。
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�����������������
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10月 1日から家庭廃棄物有料化を開始します 10月 1日から家庭廃棄物有料化を開始します。また、この有料化に伴い、8月 1日からごみ等
の排出方法の変更と戸別収集の試行を開始します／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
臨
時

収
納
窓
口
及
び
土
曜
開
庁
窓
口

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
今
月
の
休
日
臨
時
収
納
窓
口

３
月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

３０

３０

正
午

▽
土
曜
開
庁
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝

３０

日
は
除
く
）

※
休
日
臨
時
収
納
窓
口
・
土
曜

開
庁
窓
口
に
お
け
る
納
税
相
談

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
、申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
納
税

課
（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　3月31日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 随時期 

・介護保険料 随時期 

・後期高齢者医療保険料 随時期 

〈
一
般
書
〉

�
た
ま
の
力

松
本
祐
一 
等
著

�
宇
宙
の
始
ま
り
と
終
わ
り

は
な
ぜ
同
じ
な
の
か

　

ペ
ン
ロ
ー
ズ
’ロ

ジ
ャ
ー 
著

�
落
款
の
疑
問　
１００

『
墨
』
編
集
部 
編
集

�
医
者
に
な
り
た
い
君
へ

須
磨
久
善 
著

�
星
を
賣
る
店

　

ク
ラ
フ
ト
・

エ
ヴ
ィ
ン
グ
商
會 
著

〈
児
童
書
〉

�
さ
よ
な
ら
の
ド
ラ
イ
ブ

ド
イ
ル
’
ロ
デ
ィ 
作

�
運
動
能
力
ア
ッ
プ
の
コ
ツ

①　
　
　
　
   
近
藤
隆
夫 
著

�
う
ま
れ
た
よ
！
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ

松
沢
陽
士 
写
真
・
文

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
道
路
等
と
私
有
地
と
の
境
界

の
確
認
を

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工

事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

境
界
に
は
、
曲
が
り
角
ご
と

に
境
界
を
示
す
た
め
の
境
界
標

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
杭 
、
金
属
製

く
い

プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
事
等
の
際
に
は
、

こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、
壊
し

た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
／
土
木
課
・
内
線
１
２
１
１

ま
で
。

■
事
業
用
計
量
器
定
期
検
査
〜

事
前
調
査
に
ご
協
力
を

　

事
業
用
計
量
器
（
は
か
り
）

は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１

度
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
こ
の
定
期

検
査
の
年
に
当
た
り
、
７
月
中

旬
頃
に
実
施
予
定
で
す
。

　

こ
の
検
査
に
先
立
ち
、
は
か

り
の
種
類
・
数
量
等
の
事
前
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
回
検
査
を
受
け
た

方
に
は
往
復
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
新
た
に
は
か
り

を
使
用
す
る
方
、
は
か
り
を
使

用
し
な
く
な
っ
た
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
／
産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
、
東
京
都
計
量
検

定
所
検
査
課
�　

―
５
６
１
７

０３

―
６
６
３
８
へ
。

■
東
大
和
警
察
署
か
ら

◎
春
の
地
域
安
全
運
動

　

防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る

各
防
犯
関
係
機
関
と
警
察
が
一

体
と
な
り
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
的
と
し
て
、
春
の
地
域
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間　

３
月　

日
豸
〜　

日
貍

２３

２９

／
ス
ロ
ー
ガ
ン　

守
ろ
う
よ　

わ
た
し
の
好
き
な　

街
だ
か
ら

◎
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
防

犯
パ
レ
ー
ド

　

３
月　

日
豸
午
前　

時
か
ら
、

２３

１０

ピ
ー
ポ
君
を
乗
せ
た
ハ
ー
レ
ー

集
団
が
、
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

地
域
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
桜
街
道
か
ら
東

大
和
市
駅
へ
、
青
梅
街
道
を
北

上
し
て
新
青
梅
街
道
を
西
へ
、

東
大
和
警
察
署
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
午
前　

時
か
ら
東
大

１１

和
市
駅
前
で
激
励
式
を
実
施
し

ま
す
。
当
日
雨
天
の
場
合
は
、

パ
レ
ー
ド
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◎
春
の
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

先
立
ち
、
東
大
和
市
・
武
蔵
村

山
市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

協
力
の
も
と
、
春
の
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

３
月　

日
貅
午
前
９
時

２７

〜
午
後
３
時
／
桜
が
丘
市
民
広

場�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東
大

和
警
察
署
�　

―　

―
０
１
１

０４２

５６６

０
へ
。

■
第
７
回
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
写

真
コ
ン
ク
ー
ル

　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
主

催
、モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
５
市（
八

王
子
市
、
立
川
市
、
日
野
市
、

東
大
和
市
、多
摩
市
）
後
援
で
、

「
モ
ノ
レ
ー
ル
と
多
摩
の
四
季
」

������������������������������������

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストアで納付できます／問合せ　納税課・内線 1044 まで

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
各
駅
設
置
の
ポ
ス
タ

ー
、
チ
ラ
シ
及
び
多
摩
モ
ノ
レ

ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.tam
a-m
onorail.co.jp

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

５
月　

日
貍
（
当

３１

日
消
印
有
効
）
／
表
彰　

最
優

秀
賞
１
人 

５
万
円
、
優
秀
賞

　

人 

１
万
円
、特
別
賞
６
人
、

１２佳
作
５
人
程
度
／
応
募
先　

多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
「
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」
係
（
〒　
　

立

１９０-
００１５

川
市
泉
町
１
０
７
８
―　

）
へ

９２

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
／
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
�　

―　

―

０４２

５２６

７
８
１
８
へ
（
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

分
）

４５

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

豊
か
な
経
験
や
能
力
を
い
か
し

て
働
こ
う
と
す
る
高
齢
者
の
団

体
で
す
。

　

東
京
都
知
事
か
ら
認
定
を
受

け
た
公
益
的
・
公
共
的
性
格
の

団
体
で
、
国
や
東
京
都
、
市
の

援
助
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
営

利
を
目
的
と
し
な
い
公
益
社
団

法
人
で
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明

予防に効くマスクとうがい　
　まだ風邪、インフルエンザが広まりやす
い時期です。AH1Pdm０９ウイルスが流行し
ていますが、大流行すると高齢者、乳幼児の
死亡率は０.１％に達すると言われています。
　わが国では風邪の感染予防、症状軽減の
ため習慣的にマスクとうがいの励行が進め
られています。ここでは風邪、インフルエ
ンザの対応を考え、性能の高いサージカル
マスクについて述べます。
　広く用いられている国家検定規格 N９５
のサージカルマスクは、規格上、０.０７５マ
イクロミリの粒子の９５％以上、インフルエ
ンザウイルスの９９.９９％以上を除去すると
言われています。したがってN９５のマスク
はウイルスや細菌の体内侵入及び空気感染
を予防すると考えられています。マスクは
呼吸の時、ウイルス等を含んだ分泌物の伝
染予防と共に保温、保湿効果による 喉 の保

のど

護に有効です。風邪の 咳 によるウイルスの
せき

飛散速度は時速１００キロメートル以上あり、
患者１人が平均３人に感染を広げる可能性
があります。マスクの使用は流行の防止に
役立つので、咳をしている人にはぜひマス
クの着用をお勧めします。
　次はうがいについてです。その語源は「鵜
飼い」であり、鵜に魚を飲み込ませ、それを
吐き出させることに似ているので、うがい
と呼ぶようになりました。うがいによる風
邪の予防について、数年前３８７人を対象に
２か月間、１日３回、水道水のうがい群と
非うがい群に分けて調べた結果、水道水の
うがいで風邪発生率の４０％減少を認め、有
効性が検証されました。その理由として、
水の乱流はウイルスの感染を容易に導く作
用のある 口腔 内プロテアーゼ酵素を洗い流

こうくう

すため、ウイルスの侵入を防ぎ、また水道
水中の塩素が作用するためと説明していま
す。以上のことから、マスクとうがいは、
インフルエンザの予防に効果があるといえ
るのです。　公益社団法人東大和市医師会

会
に
参
加
し
、
登
録
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
市
内
に
居
住
す

る　

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

６０
欲
が
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事

業
を
理
解
し
、
賛
同
す
る
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
入
会
説
明
会
に
参
加

す
る
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
／
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
０
５
３

０４２

５６５

１
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
見
守
り
・
声
か
け
活
動

　

高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り
・

声
か
け
を
行
う
こ
の
活
動
は
、

高
齢
者
の
安
否
確
認
と
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
活
動
で
す
。
お
申
し
込
み
い

た
だ
く
と
、
近
隣
の
方
々
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
高
齢
者

の
お
宅
を
訪
問
し「
声
か
け
」を

し
た
り
、
さ
り
げ
な
く
「
見
守

り
」
を
行
い
ま
す
。「
見
守
り
」

か
「
声
か
け
」
か
は
、
希
望
に

よ
り
選
択
で
き
ま
す
。
費
用
は

無
料
で
す
。
日
中
一
人
で
い
る

こ
と
が
多
い
方
や
、
家
族
と
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
方
、
ご
近

所
に
知
り
合
い
が
欲
し
い
方
等

は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
普
段
は
離
れ

て
暮
ら
し
て
い
る
ご
家
族
か
ら

の
問
合
せ
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま

す
／
社
会
福
祉
協
議
会
�　

―
０４２

　

―
０
０
１
２
へ
。

５６４◎
成
年
後
見
人
（
保
佐
人
・
補

助
人
）
と
し
て
活
動
中
の
方
へ

　

あ
ん
し
ん
東
大
和
で
は
、
成

年
後
見
人
（
保
佐
人
、補
助
人
）

と
し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
／
あ
ん
し
ん
東

大
和
�　

―　

―
０
０
１
８
へ
。

０４２

５９０

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 
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●レセプショニスト講座
　立ち居振る舞いやサービス
の基本マナーなどを学ぶ講座
です。
　４月２６日 貍午後２時から／
大ホール ／事前申込制／５００円
／定員　２０人（定員を超えた
場合は抽選となります）／申
込期限　４月１４日豺必着／申
込方法　往復はがきで、往信
面に①講座名②住所③氏名
（ふりがな）④年齢⑤性別⑥
電話番号、返信面の宛先に氏
名・住所を記入し、ハミング
ホール（〒２０７-００１３   東大和市
向原６―１）「レセ講座」係ま
で郵送してください。記入漏
れ、１枚のはがきで複数の方
による申込みは無効となりま
すので、ご注意ください。

新規に発売する自主事業

●ハミング・ザ・シネマ 《春》
①「レ・ミゼラブル」②「最
後のマイ・ウェイ」
　５月２５日 豸午前１０時３０分・
午後２時３０分開演／大ホール
全席指定／５００円／ ４月１２日 貍
からチケットの発売を開始し
ます。
●わらび座ミュージカル「小
野小町」
　６月１５日 豸午後３時開演／
大ホール　全席指定／４,５００円
（友の会４,０００円）／脚本　内
館牧子／演出　栗城宏／４月
１２日 貍からチケットの発売を
開始します／連動企画として、
ワークショップの開催を予定
しています。詳細は、お問い
合わせください。

▲わらび座公演「小野小町」から

 

●Ensoleille～春の光の中で
…～
　３月２６日 貉正午開演／入場
無料／曲目　森山直太郎「さ
くら（独唱）」、ナポリ民謡メ
ドレー　ほか／出演　兼田康
加（サックス）、石田裕美子（ピ
アノ）、赤羽拓真（パーカッシ
ョン）、冨岡春絵（パーカッシ
ョン）
※ロビーコンサートは、指定
管理者が変更した後も毎月最
終水曜日に実施します。な
お、４月は２３日 貉に実施する
予定です。

 

　市民を対象とした調整会議
は、４月１日貂午後１時３０分
から事務室で行います。

ロビーコンサート

４月の施設利用の申込み
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■
平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保

２６

険
料
額
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

２６

２７

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
一
万
五
、
二
五
〇

円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
１
年
分
ま
た
は

６
か
月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た

月
数
分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。

◎
一
年
前
納
額

一
七
万
九
、
七
五
〇
円

◎
６
か
月
前
納

　
　
　
　
　

九
万
七
六
〇
円

　

な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

■
平
成　

年
度
学
生
納
付
特
例

２６

（
猶
予
）
の
受
付
は
４
月
か
ら

　
　

歳
以
上
の
方
は
国
民
年
金

２０
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生

で
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
分
の
申
請
は
４

２６

月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
請
に
は
学
生
証
、
印
鑑
が
必

要
で
す
。

　

申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

猶
予
は
承
認
期
間
の
始
期
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

申
請
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
が

未
納
と
な
り
、障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
追
納
制
度

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部

免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
や

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

時
と
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
免
除
等
の
期
間
は

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か

１０

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
、
納
付
特
例
制
度
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に

は
、
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、追
納
申
込
書
に
よ
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年４月大・小ホール
平成２６年１０月その他の施設

音楽でつながる笑顔の街へ　
　みなさんは「音楽イベント」と聞くと何を連
想されるでしょうか。パレード、ダンス、お祭
り、コンサート、合唱団、サンバ等々いろいろ
出てきますね。思い浮かべるだけでも、楽しく
なってきませんか。
　市内の高校、中学校では吹奏楽・音楽教育の
レベルがとても高く、東京都の吹奏楽コンクー
ルで金賞を受賞したり、ディズニーランドやデ
ィズニーシーの青空ステージで演奏を披露する
など、市内のイベントだけでなく地域を超えて
活躍している学校もあります。
　また、市民の若い世代の中にもレゲエ、ヒッ
プホップ、ポップス、クラッシック等の様々な
ジャンルで音楽活動されている方々、音楽隊、
チームで社会貢献されている方もおられます。
例えば、３月２日にハミングホールで行われた
薬物乱用防止イベント「STOP the DRUG ２０１４
－STREET  DANCING－in  HIGASHIYAMATO」では、
市内外で活躍しているダンスチームのほか、多
摩地区を中心に活動しているDJが音楽を通し
て会場に花を咲かせました。「音楽は人々の心
を豊かにする」とも言います。先月のソチ冬季
五輪開会式でも華麗な音楽と共にすばらしい演
技で世界中の人の心が潤い和んだのではないで
しょうか。また、フィギュアスケートで難度の高
い技に挑み抜いた浅田真央選手の集大成の演技
に日本中の人々があきらめない心・勇気・希望
をもらったことも記憶に新しいですね。
　市では「戦災建造物を活用した平和事業」や
「音楽の街　東大和」と 謳 われているように、

うた

これまで以上に「平和の大切さを考えるイベン
ト」や「東大和の優れた音楽活動」を東大和市
から発信できると希望や夢がふくらんでいくの
ではないでしょうか。誰もがわくわくする楽し
い音色や踊り、音楽でつながる笑顔の街東大和、
イベント観光スポットへ創造していけたら素敵
ですね。私も一市民として“音楽の街   東大和”
に期待を寄せています。
                    （平成25年度市民記者　黒澤美香）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

受付時間：午前9時～午後7時 
042-590-4411

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

市報の宅配サービスをご利用ください　
　市では、新聞を購読していない市民の方を対象に、市
報をお届けしています（無料）。
※市報は、新聞の朝刊に折り込んでい
ます（朝日・産経・東京・日本経済・
毎日・読売新聞の 6 紙）。

�申込み　秘書広報課・内線 1411 まで。
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